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個人コンテンツの分類 個人コンテンツと経験の表現

本研究の対象

写真
電子メール
Blog 記事など

楽曲データ
論文ファイルなど

個人コンテンツ管理に適した検索・ランキング手法の開発

一つの経験コンテンツは
経験の一側面を記述

複数のコンテンツが集まって
経験の様々な側面を記述

時刻
t
に於けるコンテンツ 1～Nの閲覧確率

リンクの重みに基づいて遷移確率を決定

遷移を繰り返えすと値が収束

収束した値が対象とする活動の全体像を表
していると考える割り当てられた領域

時間経験要素表現
空間経験要素表現

a1 から a2に対するリンクの重み

アプローチ 経験のモデル化

目的

個人コンテンツ

今後の課題

プロトタイプシステムの実装、評価実験

計算コストの評価

経験 / 非経験コンテンツの自動分類

暗黙的リンクのランキング以外への適用

個人カレンダー、スケジュールの利用

Personal Content Management Based on Experience of User 

ユーザ
の経験

非経験
コンテンツ

内化

実世界
の経験

経験
コンテンツ

外化

個人が保有し管理するコンテンツ

パソコン、携帯電話上で個人が管理

大量化

多様化

経験

経験
コンテンツ

経験
コンテンツ

経験

経験
コンテンツ

経験

単一のコンテンツが

複数の経験を表現

複数のコンテンツが

同一の経験を表現

ユーザ

個人（経験）
コンテンツ 経験

検索
結果

表現

クエリ

コンテンツの特徴を指定

経験の特徴を指定検索対象は
コンテンツではなく、
背後にある経験

ユーザ経験に基づいた
個人コンテンツの組織化が必要
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経
験

時間

場所
人物

対象

（理由）

（手段）

時間経験要素表現

人物経験要素表現

時間経験要素表現

場所経験要素表現

経験コンテンツ
5W1Hを利用

暗黙的リンクの設定

暗黙的リンクの重み

暗黙的リンクに基づいたランキング

拡張コンテンツ集合

ベースコンテンツ
集合

表現に割り当てられた領域の

共通部分の大きさでリンク重みを表現

ランキングの対象

1．ユーザが与えたキーワードを含むコンテンツを

　 ベースコンテンツ集合とする

2．基本コンテンツ集合に含まれる経験基本要素を

　 含むコンテンツを拡張コンテンツ集合とする

3．拡張コンテンツ集合をランキングの対象とする

経験要素表現
A

経験要素表現
A

経験要素表現
A

経験要素表現
B

経験要素表現
B

関連のある経験要素表現を
リンクとしてとらえる

同一の経験要素

を有する場合

包含関係を有す

る経験要素を有

する場合


